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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，財団法人スガウェザリング技術振興財団

(SWTF)／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出が

あり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

制定に当たっては，日本工業規格と国際規格との対比，国際規格に一致した日本工業規格の作成及び日

本工業規格を基礎にした国際規格原案の提案を容易にするために，ISO 105-G03:1993，Textiles－Tests for 

colour fastness－Part G03 : Colour fastness to ozone in the atmosphere を基礎として用いた。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 

JIS L 0890 には，次に示す附属書がある。 

附属書（参考）JIS と対応する国際規格との対比表 
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日本工業規格          JIS 
 L 0890：2006 
 

オゾンに対する染色堅ろう度試験方法 
Test methods for colour fastness to ozone 

 
序文 この規格は，1993 年に第 1 版として発行された ISO 105-G03，Textiles－Tests for colour fastness －Part 

G03 : Colour fastness to ozone in the atmosphere 及び技術的実験研究を基に作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，原国際規格を変更している事項である。変

更の一覧表をその説明を付けて，附属書（参考）に示す。 

 

1. 適用範囲 この規格は，染色した繊維製品のオゾンに対する染色堅ろう度試験方法について規定する。 

備考 この規格の対応国際規格を，次に示す。 

なお，対応の程度を表す記号は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，IDT（一致している），MOD

（修正している），NEQ（同等でない）とする。 

ISO 105-G03:1993，Textiles－Tests for colour fastness－Part G03 : Colour fastness to ozone in the 

atmosphere(MOD) 

 

2. 引用規格 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS L 0801 染色堅ろう度試験方法通則 

備考 ISO 105-A01:1994 Textiles－Tests for colour fastness－Part A01 : General principles of testing か

らの引用事項は，この規格の該当事項と同等である。 

JIS L 0803 染色堅ろう度試験用添付白布 

備考 ISO 105-F:1985 Textiles－Tests for colour fastness－Part F : Standard adjacent fabrics からの引

用事項は，この規格の該当事項と同等である。 

JIS L 0804 変退色用グレースケール 

備考 ISO 105-A02:1993 Textiles－Tests for colour fastness－Part A02 : Grey scale for assessing change 

in colour からの引用事項は，この規格の該当事項と同等である。 

JIS L 0809 計器による変退色及び汚染の判定方法 

 

3. 要旨 低湿条件（30 ℃±5 ℃・相対湿度 65 ％以下），又は高湿条件［40 ℃±5 ℃・相対湿度(85±

5)％］の雰囲気で，試験片だけ，又は試験片とオゾン標準染布とを併用し，規定のオゾン濃度で規定時間

暴露する。暴露後，それぞれ試験片だけ又は試験片とオゾン標準染布とを，変退色用グレースケールと比

較するか，又は測色計によって変退色等級を求め，オゾン堅ろう度を判定する。 

 

4. 試験の種類 試験の種類は，表 1 の 2 種類とし，要求される相対湿度条件に応じて選択する。 




